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第１章 総則 

  １－１ 概要 

本工事は、那覇海上保安部の那覇港湾合同庁舎への移転に伴い、那覇港

湾合同庁舎執務室の電話等のケーブル敷設、ＵＴＰケーブルの敷設及び電

話交換機の設定変更等、回線開通に必要な装置等を設置し、不要なケーブ

ル等を撤去するものである。 

 

  １－２ 件名 

第十一管区海上保安本部執務室ケーブル敷設等工事 

 

１－３ 施工場所 

第十一管区海上保安本部 

沖縄県那覇市港町２－１１－１（図番１参照） 

 

  １－４ 施工種目 

    (１) 天井点検口設置 

    (２) 機器等設置 

    (３) ケーブル敷設 

    (４) 電話交換機等の設定変更 

(５) ケーブル撤去 

（６）機器撤去 

（７）総合試験調整 

 

１－５ 施工期間 

契約日から令和７年３月３１日まで 

 

第２章 一般共通事項 

２－１ 施行 

本工事は、本仕様書及び図面に記載された全ての機能を完全に発揮させる

よう実施し、本仕様書及び図面に記載のないものであっても、当然必要な事

項は誠実に施工すること。 

本仕様書及び図面に記載されていない事項は、公共建築工事標準仕様書

（電気設備工事編）による。 

 

２－２ 関係法令等 

本仕様書のほか、次の関係法令等に定める規定、基準を満足させるこ
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と。 

    (１) 電気通信事業法及びこれに基づく命令 

(２) 公共建築工事標準仕様書（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修） 

(３) 電気通信設備工事共通仕様書（国土交通省大臣官房技術調査課電気通信

室監修） 

(４) 電波法及びこれに基づく命令 

(５）労働安全関係法令 

(６) 廃棄物の処理及び清掃に関する法律及びこれに基づく命令 

(７) その他関係法令等 

 

２－３ 監督職員及び検査職員 

監督職員及び検査職員とは、当本部が規定する職員をいう。 

 

２－４ 協議 

本仕様書及び図面に明記のない場合、または内容に疑義を生じた場合

は、監督職員と協議しその指示に従うこと。 

 

２－５ 工程管理 

(１) 工事に先立ち、工程表及び施工計画書を提出し、監督職員の承認を得 

ること｡ 

(２) 工程表に変更が生じた場合は、監督職員に報告するとともに、遅滞なく

変更したものを作成し監督職員の承認を得ること。 

 

２－６ 現場管理 

(１) 現場の安全確保を確実に行うこと。 

(２) 人員及び設備等の事故防止に万全を期すこと。 

(３) 作業現場及び資器材の整理整頓を確実に行うこと。 

 

２－７ 材料 

(１) 請負者にて調達する資機材については、事前に監督職員の承認を受ける

こと。 

    (２) 特記されているもの以外の使用材料は全て請負者手配かつ新品とする。 

(３) 使用材料は、仕様書及び図面に指定された物、又はこれと同等以上の性

能を有するものとし、その規格等を証明するに十分な証紙又は表示のあ

るものを使用すること。 

(４) 日本産業規格（ＪＩＳ）に定めのある材料は、その規格品を使用するこ
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と。 

 

２－８ 養生・保護 

施工に際しては、各工作物、その他の物件に対し汚損及び損傷を与えな

いよう養生又は保護を行うこと。 

 

２－９ 補償 

(１) 施工に際し、既設施設等に損害を与えないよう注意するとともに、万 

一損害を与えた場合は、直ちに監督職員に連絡するとともに、請負者の

負担において早急に原状修復を図ること。 

(２) 施工に際し、第三者に損害を与えた場合は、直ちに監督職員に連絡す 

るとともに、請負者の負担において適正な補償を行うこと。 

 

２－10 軽微な変更事項 

部材の取合せ及び現場の都合により、工法等に変更の必要が生じた場合

は、その工事に支障のない範囲で、かつ、他の工作物に支障を及ぼさない

場合に限り、監督職員の承認を得て位置、工法等の変更をすることができ

る。この場合、請負金額の増減は行わない。 

 

２－11 後片付け 

施工終了後、速やかに現場の後片付け及び清掃を行うこと。 

 

２－12 発生材の処理 

撤去した発生材は、請負者負担において、産業廃棄物管理票（マニフェ

スト）により適法に廃棄処理すること。 

 

２－13 完成検査 

本工事は、検査職員の完成検査を受け、検査合格をもって完了とする。 

 

２－14 写真 

工事の着手前、完成後及び主要な施工段階、その他監督職員の指示する

施工段階において、施工状況を撮影し、説明を付して完成図書に添付する

こと。 

 

２－15 完成図書 

工事完了後、次の事項を内容とする完成図書（Ａ４サイズ）を１部、及
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び、同内容をデータ化した電子媒体（ＣＤ－Ｒ）を１部、それぞれ提出す

ること。 

(１) 工事概要 

(２) 完成図面等 

  ①機器配置図 

  ②ケーブル敷設図 

(３) 試験成績書 

(４) 工事写真（カラーとし、必要な説明を付すこと。） 

(５) 産業廃棄物管理票（マニフェスト）の写し 

(６) その他監督職員の指示する資料 

なお、図面はＡ３版を標準としＣＡＤ及び監督職員と協議し承諾したソ

フトウェアにより作成したものを電子媒体（ＣＤ－Ｒ）で提出すること。

また、電子媒体は提出前に所要のウィルスチェックを行い、不正プログラ

ム等に感染していないことを確認すること。 

 

２－16 秘密の保持 

請負者は本工事に伴い、知り得た情報については窃用又は外部に漏洩す

ることのないよう十分注意すること。 

 

２－17 用語 

    本仕様では以下のとおり用語を用いる。 

    ・ＩＰ多機能電話機 

      交換機やボタン電話主装置のＶｏＩＰユニットからＬＡＮケーブルで

接続するタイプの電話機。 

    ・ＰｏＥハブ 

      Ｐｏｗｅｒ ｏｖｅｒ Ｅｔｈｅｒｎｅｔに対応したネットワークＳＷ

をいう。ＩＥＥＥ８０２．３ａｆに準拠し、ＤＣ４８Ｖを供給するも

の。 

 

２－18 工事実績情報登録 

請負金額５００万円以上の業務については、請負者は登録内容につい

て、あらかじめ監督職員に確認を受けた後、工事実績情報サ－ビス(ＣＯＲ

ＩＮＳ）の登録手続きを行うと共に（財）日本建設情報総合センター発行

の「工事カルテ受領書」の写しを監督職員に提出すること。 

 

２－19 その他 
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(１) 第十一管区海上保安本部入札・見積者心得を遵守すること。 

(２) 請負金額の支払い等その他の事項については契約書によるものとする。 

    (３) 那覇港湾合同庁舎の執務室改修工事の進捗状況を確認し、監督職員と連

絡を密にとり指示を受けること。 

    (４) 各執務室の移設日程は、移設先の室内改修作業日程(別途工事)にあわせ

るため、同一日の移設は不可である事から、工期内で複数回に分けての

施工となるので、日程調整に留意すること。 

 

第３章 工事仕様 

３－１ 共通事項 

(１) 工事施工開始時、終了時においては、監督職員と連絡を密にすること。 

(２) 機器の設置・撤去、貫通工事等の工程にあっては、他の機器、建築物、

及び付属工作物等に損傷を与えないように十分注意すること。 

(３) 信号線等の敷設、撤去にあっては、他の回線に障害を与えないよう十分

注意するとともに、敷設経路、端末処理等は体裁よく処理すること。 

(４) ケーブルの敷設は、ケーブルに無理な応力がかからないよう余裕を持た

せ、ケーブルの端末は、線材に適合するコネクタ等の配線材料により処

理すること。 

（５）工事に使用する支給品以外の材料は請負者手配とし全て新品とする。 

   （６）機器設置箇所、及びケーブル敷設経路は、室内改修作業（別途契約工 

事）の関係上、全て現場合わせとなるため、各執務室における機器設置

及びケーブル敷設経路等について、監督職員の指示を受け、工事内容の

事前確認を行うこと。 

 

３－２ 天井点検口設置 

  （１）３階那覇保安部執務室（図番４参照） 

     天井点検口を図番４の位置を基準として、現場あわせにて監督職員の指

示により設置すること。 

     ・天井点検口 ４５４×４５４mm 額縁   １３個 

  （２）４階海洋情報各課執務室（図番６参照） 

天井点検口を図番６の位置を基準として、現場あわせにて監督職員の指

示により設置すること。 

     ・天井点検口 ４５４×４５４mm 額縁    ８個 

 

３－３ 機器設置 

    Ｌ２ＳＷ（Ａｐｒｅｓｉａ）等は合板に取り付け設置すること。設置方法 
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は図示する配置を基本とし、設置場所壁材に適した方法により強固に設置 

し詳細については現場あわせとする。なお、配線が露出する場所はケーブ 

ルモール等により保護すること。 

(１) ２階広報室（図番２参照） 

      広報室に次の機器等を監督職員の指示する場所に設置すること。 

・Ｌ２ＳＷ（ＡＴ－ＧＳ９５０／８） １台（支給） 

      ・電話機              １台（支給） 

（２）３階那覇保安部執務室（図番３，４参照） 

     ①那覇保安部各課に次の機器等を監督職員の指示する場所に設置するこ

と。 

     ・Ｌ２ＳＷ（Ａｐｒｅｓｉａ）                  １台（支給） 

     ・スイッチングハブ１６ポート           ６個（支給） 

     ・スイッチングハブ８ポート           １６個（支給） 

     ・ＰｏＥハブ(８ポート)             １０個（予備４個） 

     ・ＩＰ多機能電話機                      １９台（支給） 

     ・多機能電話機                 ２２台（予備２台） 

     ・多機能電話機（停電対応）            ３台 

     ・電話機                       １台（支給） 

・情報通信キャビネット５００×７００×１２０mm １個 

     ・シャッター付ローゼット（ＲＪ４５）       ６個 

     ・電源タップ（マグネット付 抜止め接地極）  １２個 

      ②上記①で設置した情報通信キャビネットに電話用端子盤を設置し、３－

４（２）①で敷設する構内ケーブルを接続する。 

     ③船艇執務室に次の機器等を監督職員の指示する場所に設置すること。 

     ・Ｌ２ＳＷ（Ａｐｒｅｓｉａ）          １台（支給） 

     ・スイッチングハブ８ポート           ３個（支給） 

     ・多機能電話機                  ６台 

     ・電源タップ（マグネット付 抜止め接地極）   ３個 

・情報通信キャビネット５００×７００×１２０mm １個 

     ④上記③で設置した情報通信キャビネットに電話用端子盤を設置し、３－

４（２）①で敷設する構内ケーブルを接続する。  

(３) ４階執務室（図番５，６参照） 

     ①次の機器等を監督職員の指示する場所に設置すること。 

     ・Ｌ２ＳＷ（Ａｐｒｅｓｉａ）   １台（支給） 

     ・スイッチングハブ１６ポート     １個（支給） 

     ・スイッチングハブ８ポート      ７個（支給） 
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・情報通信キャビネット(鍵付)５００×７００×１２０mm １個 

・情報通信キャビネット(鍵付)３００×３００×１２０mm １個 

     ・シャッター付ローゼット（ＲＪ４５）          １個 

     ・電源タップ（マグネット付 抜止め接地極）      ３個 

②上記①で設置した指示する情報通信キャビネットに電話用端子盤を設置

すること。 

③海洋情報調査課執務室の指示する場所に木製棚を設置し、次の装置を 2

階情報監理課から移設すること。設置に際し落下防止策を講じること。 

 ・エクステンダー（送信機）             １個（移設） 

      ・エクステンダー（受信機）               １個（移設） 

      ・ＨＤＭＩ分配器                   １個（移設） 

      ・電源タップ                     1 個（移設） 

     ④海洋情報調査課の執務室移動にあわせて、２階執務室のＣＵＥ用Ｌ２Ｓ

Ｗを４階執務室の指示する場所に移設すること。 

      ⑤第二共用会議室、更衣室/仮眠室にそれぞれ電話機を１台（支給）設置

すること。 

 

３－４ ケーブル敷設 

    使用するＵＴＰケーブルの規格はＣａｔ６とし、ケーブル色は特記の他、

監督職員が指示する。また、適合するＲＪ４５端子により成端し、識別用

タグを取り付けること。 

(１) ２階執務室（図番２参照） 

     ①７階通信機器室から広報室Ｌ２ＳＷまで、次のＵＴＰケーブルを敷設す

る。 

・ＵＴＰケーブル 赤色     ２本 

      ②交通企画課の既設エクステンダー受信機から４階海洋情報監理課エクス

テンダー送信機まで次のＵＴＰケーブルを敷設する。 

・ＵＴＰケーブル 紫色     １本 

③端末接続用のＵＴＰケーブルを次のとおり作製すること。 

      ・黄色 ７ｍ×１本 

      ・青色 ７ｍ×１本 

      ・紫色 ７ｍ×１本      

(２) ３階執務室（図番３，４参照） 

 ①７階通信機器室から指示するＬ２ＳＷ（Ａｐｒｅｓｉａ）まで次のケー

ブルを敷設する。 

・ＵＴＰケーブル 赤色  ４本 
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・構内ケーブル １００P  ２本 

②７階通信機器室から管理課、警備救難課の指示する壁ハブまで次のケー

ブルを敷設する。 

 ・ＵＴＰケーブル 白色  ２本 

③交通課Ｌ２ＳＷ（Ａｐｒｅｓｉａ ４８Ｐ）から各課等執務室の壁ハブ

まで、壁ハブから島ハブまで、及び壁ハブから指示する場所へＵＴＰケー

ブルを敷設する。 

④船艇執務室Ｌ２ＳＷ（Ａｐｒｅｓｉａ ２４Ｐ）から各島ハブ、指示す

る場所までＵＴＰケーブルを敷設する。 

⑤上記３－３（２）①で設置したローゼットまで、次のケーブルを敷設す

る。 

    ・ＵＴＰケーブル 青色 ４本 

    ・ＵＴＰケーブル 黄色 １本 

    ・ＵＴＰケーブル 紫色 １本 

⑥端末接続用のＬＡＮケーブルを次のとおり作製すること。 

      ・白色 ３ｍ×１５本、５ｍ×２本 

      ・黄色 ３ｍ×４９本、５ｍ×５本、７ｍ×５本、１０ｍ×１本 

・青色 ３ｍ×６本、５ｍ×３本、７ｍ×３本 

      ・紫色 １０ｍ×１本 

      ・ピンク ３ｍ×３本 

⑦各課執務室及び船艇執務室の指示する場所へクリップ端子を敷設し成端

すること。 

・クリップ端子（１０ポート） １０個 

     ⑧電話機接続用の電話線を次のとおり作製すること。両端はＲＪ１１端子

で成端すること。 

      ・３ｍ×２５本、７ｍ×５本 

(３) ４階執務室（図番５，６参照） 

 ①７階通信機器室から海洋情報調査課まで次のケーブルを敷設する。 

    ・ＵＴＰケーブル  赤色 ２本（Ｌ２ＳＷ（Ａｐｒｅｓｉａ）まで） 

      ・ＵＴＰケーブル  紫色 １本（エクステンダー送信機まで） 

   ②７階通信機器室から情報通信キャビネットまで次のケーブルを敷設し端

子盤に成端すること。 

    ・構内ケーブル １００Ｐ １本 

   ③７階通信機器室から第二共用会議室のキャビネットまで次のケーブルを

敷設する。 

 ・ＵＴＰケーブル  紫色  1本 
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④Ｌ２ＳＷ（Ａｐｒｅｓｉａ）から各課の島ハブ及び指示する場所まで、

ＵＴＰケーブルを敷設する。 

⑤指示する場所へクリップ端子を敷設し成端すること。 

・クリップ端子（１０ポート） ３個（請負者手配） 

⑥第二共用会議室の指示する場所へ電話線を敷設する。 

⑦更衣室/仮眠室へ電話線を敷設する。 

⑧端末接続用のＬＡＮケーブルを次のとおり作製すること。 

      ・黄色 ３ｍ×１９本、５ｍ×３本、１０ｍ×１本 

・青色 ５ｍ×３本 

・黄緑色 ３ｍ×１０本、１０ｍ×２本 

     ⑨電話機接続用の電話線を次のとおり作製すること。 

      ・３ｍ×１１本、５ｍ×５本、１０ｍ×２本 

（４）７階通信機器室（図番７参照） 

      通信機器室ＩＤＦ付近天井の指示する場所に貫通孔２カ所設置し、各階

執務室からの各ケーブルを通信機器室に引き込むこと。 

 

３－５ 電話交換機等の設定変更 

    電話交換機（ＬＥＧＥＮＤ－Ｖ 富士通製）の設定に必要な電話番号等は

請負者へ監督職員より提示する。 

（１）既設電話交換機へ次の基板を収容し、ＮＴＴ加入電話(ＩＮＳ回線×３回

線)、ＩＰ多機能電話機及び多機能電話機の回線を設定すること。 

    ・４回線ＢＲＩ局線出入トランク２(ＦＣ１３４０ＢＴ２)  ２枚 

    ・基板用ケーブルコネクタ付(Ｐ２３９０１)  ２本   

   （２）本工事で設置するＩＰ電話機等の内線番号を設定すること。 

（３）２階執務室から４階執務室へ移動する一般電話機等の設定をすること。 

 

３－６ ケーブル撤去（図番２参照） 

（１）２階海洋情報監理課及び海洋情報調査課の４階執務室移動後、指示する

２階執務室のＬＡＮケーブル、構内ケーブル等の各種ケーブルを撤去す

ること。 

   （２）３階会議室から指示する電話線を撤去すること。 

 

３－７ 機器撤去（図番２、８参照） 

（１）２階の海洋情報監理課、海洋情報調査課の４階執務室への移動後、２階 

執務室の情報キャビネット２個のほか、ケーブルモール等を撤去し、撤 

去跡は見栄えよく処置すること。 
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   （２）那覇海上保安部設置の次の機器を撤去すること。なお、一部の機器は再

使用するため監督職員に返却すること。 

     ①撤去機器（廃棄） 

      ・電話主装置（Ａｓｐｉｒｅ ＵＸ）（電話機含む） １式 

      ・電話主装置用バッテリーボックス  １式 

      ・ ＵＰＳ（ＢＵ１００ＲＷ）     １個 

      ・ＵＰＳ（ＢＵ２００ＲＷ）     １個 

      ・１９インチラック         １式 

      ・ＭＤＦ              １式 

     ②再使用機器（返却） 

      ・音声データ変換機（ＢＶ１２７０ＳＩＰ－Ｅ＆Ｗ／ＯＤ） ２個 

      ・ルータ（Ｃｉｓｃｏ８２００）         ２式 

      ・ルータ（ＦｕｔｕｒｅＮｅｔ ＮＸＲ－５３０） １式 

      ・ルータ（Ｃａｔａｌｙｓｔ９３００ ４８）   １式 

      ・ルータ（Ｃａｔａｌｙｓｔ１０００）      １式 

      ・ＵＰＳ（ＢＵ５０ＳＷ）            ２個 

      ・ＶＰＮルータ（ＣＩＳＣＯ８９２Ｊ－Ｋ９）   １式 

 

３－８ 総合試験調整 

   （１）次の各機能を確認すること。 

・内外線通話試験、本部内及び本部－部署間 

・保留、転送、コールピックアップ 

   （２）今回設定した内線番号ごとの設定状況がわかるデータシートを１部作成

すること。様式は請負者の所定による。 

 

第４章 情報保全体制 

(１) 本業務で知り得た保護すべき情報について、情報取扱者以外の者に開示

又は漏えいしてはならない。ただし、担当原課が同意した場合はこの限り

ではない。  

(２) 本業務で知り得た保護すべき情報を記録した資料に関する業務履行完了

後における取扱い（返却・削除等）については、担当原課の指示に従うこ

と。なお当庁との契約にかかる関係書類については適切に保管するものと

する。 

（３）本業務で知り得た保護すべき情報について、報道等での指摘も含め、漏え

い等の事故やおそれが判明した場合については、業務の履行中・履行後を

問わず、事実関係等について直ちに担当原課へ報告すること。なお、報告
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がない場合でも、情報の漏えい等の懸念や事故等がある場合には、当庁が

行う報告徴収や調査に応じること。 

 

【 担当原課 】 

〒９００-８５４７ 

沖縄県那覇市港町２-１１-１ 

第十一管区海上保安本部総務部情報通信課（担当：前濱） 

電話(０９８)８６７-０１１８ 内線２４１２ 



【施工場所】

名称： 第十一管区海上保安本部

住所： 沖縄県那覇市港町２－１１－１ 那覇港湾合同庁舎

令和６年度 第十一管区海上保安本部執務室ケーブル敷設等工事 令和６年７月 施工場所案内図 図番 １第十一管区海上保安本部総務部情報通課 縮尺 NS

第十一管区海上保安本部

那覇海上保安部

名称： 那覇海上保安部

住所： 沖縄県那覇市港町４－６－５



N S
縮尺 図面名 図面番号

保管庫

IDF

（更衣室）

那覇港湾合同庁舎２階ケーブル敷設図令和６年度 令和６年７月

設計年月

第十一管区海上保安本部総務部情報通課
作製年度 工事名

2

端子盤１

L-2-3

端子盤２

情報

情報キャビネット、端子盤、ハブ撤去

LANケーブル、構内ケーブルを撤去

7階通信機器室へ

交通企画調整官室広報室

第十一管区海上保安本部執務室ケーブル敷設等工事

：RJ45ローゼット(シャッター付)

Ｊ：黄色

UTPケーブルの色

行：青色

ＩＰＴ：白色

映：紫色

組：ピンク

マ：赤色

キャビネット
情報

キャビネット

執務室移転後

合板（請負者手配）

電源タップ
（請負者手配）

合板（白色）：550×400×15(mm)

Ｊ、行、映

L2SW

L2SW(AT-GS950/8)設置方法（基本）

L2SW

電源タップ：抜止め接地極付4個口

4階海洋情報監理課へ

交通企画課 交通航行安全課 交通安全対策課 交通整備課

Ｒ

電話機

所長室

Ａ階段室

ペスト解剖室

消毒滅菌室
準 備

浴室

脱衣室

倉庫 無線室

ＥＰＳ

ＤＳ
倉庫１

バルコニーバルコニー

ＰＳ

倉庫２

男子便所

雑

用

室
ＰＳ

湯沸室

女子便所

ホール

ＥＬＶ

ＥＰＳ
ＥＶ

ＥＶ

ＥＶ

予防接種室

細菌

検査室

ペスト

検査室

ＰＳ

Ｃ階段室

ＤＮＤＮ

ＤＮ

植　込

倍地調整室
理化学

検査室

検査

事務室

ＤＮ

Ｄ
Ｎ

那覇検疫所

Ｕ
Ｐ

Ｄ
Ｎ

Ｂ階段室

Ｕ
Ｐ

廊　下

空調機械室

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

7,200mm 7,200mm 7,200mm 7,200mm 7,200mm 7,200mm 7,200mm 7,200mm

8,
4
00

mm
8,

40
0m

m
7,

20
0m

m
8
,4

00
m
m



ＩＰＴ：白色

部長室

Ｊ、行、IPT、映

交通課

Ｊ、組、行

管理課
Ｊ、組、行、IPTＪ、組、行、IPT、映

警備救難課

Ｊ、行、映

会議室

次長室

Ｊ、行、IPT

次長室

Ｊ、行、IPT

次長室

Ｊ：黄色

行：青色

映：紫色

組：ピンク

マ：赤色

Ｊ、行、Ａ

運用室

Ｊ、行

船艇執務室

脱衣室

PS

HUB-J個(16P)

HUB-J個(8P)HUB-J個(8P)

HUB-行政(8P)

HUB-J個(8P)

HUB-行政(8P)

HUB-J個(16P)

HUB-行政(8P)

HUB-J組(8P)

VPNルータ

HUB-行政(8P)

HUB-J個(16P)

HUB-行政(16P)

HUB-J個(16P)

７階通信機器室へ

UTPケーブルの色

：RJ45ローゼット(シャッター付)

Ａ：緑色

L2SW

合板合板

HUB-J個(8P) HUB-J個(8P) HUB-J個(8P)

HUB-行政(8P)

AIS

HUB-行政(8P)

（請負者手配）

（請負者手配）

（請負者手配）

（請負者手配）

電源タップ：抜止め接地極付4個口

電源タップ：抜止め設置極付4個口

電話機
一斉指令

合板（白色）：550×400×15(mm)

合板（白色）：550×400×15(mm)

HUB-J組(8P)HUB-J個(8P)

HUB-映像(8P)

スイッチングハブ設置方法（壁付け基本）

MICS

HUB-J個(8P) HUB-J個(8P) HUB-J個(8P)

Ｊ、行、映

３

PoE HUB(8P) PoE HUB(8P) PoE HUB(8P)

PoE HUB(8P)

PoE HUB(8P)

PoE HUB(8P)

Apresia 48P

Apresia 24P

L2SW(Apresia)設置方法（壁付け基本）

IPT HUB(16P)

ホール

ＥＬＶ

ＥＰＳ

ＤＳ
ＰＳ

男子便所

雑

用

室

ＰＳ

湯沸室

女子便所

ＥＶ

ＥＶ

ＥＶ

Ａ階段室

Ｕ
Ｐ

Ｄ
Ｎ

Ｄ
Ｎ

Ｕ
Ｐ

Ｂ階段室

 

空調機械室

ＥＰＳ

廊　下

ＵＢ

仮眠室

作製年度

第十一管区海上保安本部総務部情報通信課

図面番号図面名工事名

令和６年７月

作成年月 縮尺

N S第十一管区海上保安本部執務室ケーブル敷設等工事令和６年度
那覇港湾合同庁舎３階（那覇保安部）ケーブル敷設図

２１ ３ ４ ５ ６ ７ ８

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

7,200mm 7,200mm 7,200mm 7,200mm 7,200mm 7,200mm 7,200mm

8
,4

00
mm

7,
20

0m
m

8
,4

00
mm



部長室次長室次長室次長室

警備救難課
運用室

交通課 管理課

船艇執務室

脱衣室

多機能電話機

端子盤

多機能

多機能

多機能

多機能

多機能 多機能

多機能
多機能

多機能

多機能

多機能

多機能

多機能 多機能

多機能 多機能

多機能

多機能

多機能

多機能

多機能

電話機

停電対応

多機能

停電対応

多機能

停電対応

多機能

ＩＰ電話機

クリップ端子

多機能電話機(停電対応)
停電対応

多機能

７階通信機器室へ

天井点検口

多機能

多機能

多機能

多機能

多機能

多機能

端子盤

４

IP電話 IP電話

IP電話IP電話

IP電話

IP電話

IP電話IP電話

IP電話

IP電話 IP電話

IP電話 IP電話 IP電話

IP電話

IP電話 IP電話

IP電話

IP電話

IP電話

ホール

ＥＬＶ

ＥＰＳ

ＤＳ
ＰＳ

男子便所

雑

用

室

ＰＳ

湯沸室

女子便所

ＥＶ

ＥＶ

ＥＶ

Ａ階段室

Ｕ
Ｐ

Ｄ
Ｎ

Ｄ
Ｎ

Ｕ
Ｐ

Ｂ階段室

 

空調機械室

廊　下

ＵＢ

仮眠室

ＥＰＳ

作製年度

第十一管区海上保安本部総務部情報通信課

図面番号図面名工事名

令和６年７月

作成年月 縮尺

N S 那覇港湾合同庁舎３階ケーブル敷設図第十一管区海上保安本部執務室ケーブル敷設等工事令和６年度

２１ ３ ４ ５ ６ ７ ８

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

7,200mm 7,200mm 7,200mm 7,200mm 7,200mm 7,200mm 7,200mm

8
,4

00
mm

7,
20

0m
m

8
,4

00
mm



図面番号

2
5,
60

0

8
00

8
,4

0
0

7,
20

0
8
,4

00
80

0

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

HUB-J個(16P)
HUB-J個(8P)

HUB-行政(8P)

廊　下

ＥＬＶ

ホール

Ｕ
Ｐ

Ｄ
Ｎ

ＥＰＳ

ＤＳ

ＥＶ

ＥＶ

ＥＶ

男子便所

湯沸室

ＰＳ

女子便所

倉庫更衣室ＰＳ

Ｂ 階 段 室
Ａ 階 段 室

Ｄ
Ｎ

Ｕ
Ｐ

ＥＰＳ

ＰＳ

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

350

7,200 7,200 7,2007,200 7,200 7,200 7,200 350

50,400

図面名縮尺

N S 那覇港湾合同庁舎４階ケーブル敷設図令和６年７月

作成年月工事名作製

第十一管区海上保安本部総務部情報通信課令和6年度

年度

Ｊ：黄色

行：青色

映：紫色

組：ピンク

マ：赤色

UTPケーブルの色

：RJ45ローゼット(シャッター付)

海洋情報
企画調整官

第十一管区海上保安本部執務室ケーブル敷設等工事

L2SW 合板 （請負者手配）

（請負者手配）

電源タップ：抜止め設置極付4個口

合板（白色）：550× 400×15（mm）

Ｊ、行、Ｃ

HUB-J個(8P)

HUB-CUE(8P)HUB-CUE(8P)

HUB-行政(8P)

Ｊ、行、映、Ｃ

HUB-CUE(8P)

L2SW-CUE

ＴＲ木製棚

第二共用会議室

前室

キャビネット(鍵付)

更衣室/
仮眠室

空調機械室

７階通信機器室へ

２階交通企画課へ

Ｃ：指示による（黄緑色又は白色）

海洋情報調査課

海洋情報監理課

Apresia 24P

L2SW(Apresia)設置方法（壁付け基本）

５



７階通信機器室へ

廊　下

ＥＬＶ

ホール

Ｕ
Ｐ

Ｄ
Ｎ

ＥＰＳ

ＤＳ

ＥＶ

ＥＶ

ＥＶ

男子便所

湯沸室

ＰＳ

女子便所

空調機械室

倉庫更衣室ＰＳ

Ｂ 階 段 室
Ａ 階 段 室

Ｄ
Ｎ

Ｕ
Ｐ

ＥＰＳ

ＰＳ

海洋情報監理課海洋情報調査課 企画調整官
海洋情報

FAX
(加入線）

電話機

/仮眠室

端子盤

2
5,

60
0

8
00

8
,
40

0
7,

2
00

8
,4

0
0

80
0

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

3507,2007,2007,2007,200 7,2007,2007,200

50,400350

1 2 3 4 5 6 7 8

天井点検口

年度

令和６年度

作製

第十一管区海上保安本部総務部情報通信課

工事名

第十一管区海上保安本部執務室ケーブル敷設等工事 令和６年７月

作成年月 縮尺

N S

図面名 図面番号

６那覇港湾合同庁舎４階ケーブル敷設図

クリップ端子

電話機

電話機

電話機 電話機

電話機電話機

電話機 電話機

電話機

電話機

電話機

電話機

電話機

電話機

電話機

電話機

一般電話機
（移設）

更衣室

電話機

前室

第二共用会議室

電話機

電話機電話機



ホール

ＥＬＶ

ＥＰＳ

ＤＳ

男子便所

雑

用

室

ＰＳ

湯沸室

女子便所

ＥＶ

ＥＶ

ＥＶ

Ｐ

Ｓ

Ａ階段室

Ｕ
Ｐ

Ｄ
Ｎ

Ｄ
Ｎ

Ｕ
Ｐ

Ｂ階段室

DSUDSU

分

電

盤

 BV

2000

Ｐ

Ｓ

 

 

 

空調機械室

交換室

廊　下

電　話
データ通信装置

ルータ 

ラック

ラック

モデム

IDF

交換機

電源部

交換機

EPS

機器室
サーバ

ラック

各階へ

通信機器室

貫通孔２カ所

令和６年度

年度 作製 図面番号図面名縮尺

N S令和６年７月

設計年月

第十一管区海上保安本部執務室ケーブル敷設等工事

工事名

第十一管区海上保安本部総務部情報通課 那覇港湾合同庁舎７階ケーブル敷設図 ７

２１ ３ ４ ５ ６ ７ ８

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

7,200mm 7,200mm 7,200mm 7,200mm 7,200mm 7,200mm 7,200mm

8
,
40

0m
m

7,
2
00

mm
8
,4

0
0m

m



会議室

交通課執務室

ＰＳ

１階平面図

クリップ端子

MJローゼット

便所
物入

Ｅ Ｖ

Ｕ Ｐ

Ｕ Ｐ

車庫

物品庫 湯沸室

F
A
X

電話機

①②

③

⑤

④

⑦

⑥

⑧

⑩ ⑨

サーバー室

電話主装置

バッテリーボックス
電話主装置用

３階平面図

２階平面図

工事名 作製年月 縮尺 図面名 図面番号

８那覇海上保安部電話機配置図ＮＳ令和６年７月第十一管区海上保安本部執務室ケーブル敷設等工事第十一管区海上保安本部総務部情報通課
作製年度

令和６年度

ＭＤＦ
１９インチ
ラック

Ｕ
Ｐ
Ｓ

Ｕ
Ｐ
Ｓ

Cisco8200

Cisco8200
BV1270SIPBV1270SIP
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